
・ 障害福祉サービス事業
　 「工房まる」の運営（生活介護・生活訓練事業）
・ 日常生活支援事業（法定の事業が利用できない人たちの支援）
・ 表現、就労支援事業（主に施設の授産事業）

・ 障害のある人たちのアートイベント企画、運営
・ 行政や企業などとの共同イベント企画、運営
・ エイブルアートカンパニー福岡事務局
・ その他啓発活動

コミュニケーション創造事業

私たちは1997年 4月に福祉作業所「工房まる」を開所し、
障害のある人の社会参加と自立のあり方を考えつつ、人が
「豊かに生きること」を探し求めながら様々な活動を行って
きました。
「障害のある人が抱える困難を社会の困難とし、様々な
人 と々解決することで社会は豊かになる。」今までの活動の
実感に基づくこうした考えや大切なことを多くの人に伝え、
さらに共感の輪を広げる為に 2007 年 3 月に運営母体を
NPO法人化、「特定非営利活動法人まる」を設立しました。

NPO法人設立経緯

「障害」は、人と人、人と社会との「あいだ」で生まれます。
人・もの・場所・情報など、人は誰でも日常の中で必ず何
かと触れ会っています。触れ合わなければ「障害」は生まれ
まず、触れ会うからこそ「障害」は生まれます。そして、その
「障害」は片方の努力で無くなるものではありません。
お互いがそれぞれの個性や表現の違いを知り、日常的な関
わりの中で向き合い、理解し合うことが「障害」を小さくして
いく解決策と私たちは考えています。その過程でさまざま
な人たちとの出会いが生まれ、アイデアがあふれ、とても豊
かなコミュニティが出現します。
ここには対話や経験を繰り返すための「時間」、人が集い、
それぞれの可能性を広げられる「空間」、こうした考えを共
有し、刺激しあえる「仲間」という３つの「間」が必要となる
のです。
私たちは、この「３つの『間』づくり」をコンセプトとした障害
者福祉を基本とし、障害のある人はもとより、この社会で生
きる私たち一人ひとりが、社会から孤立することなく、自身
の生き方を自由に選択でき、自分らしく生きていける豊か
な社会の実現を目指していきます。

私たちが目指すもの

私たちは目指すものをかたちにする為に、さまざまな活動
を行っています。
障害のある人の生活や仕事、ケアをサポートできる日中活
動の場や、自分らしい生活を送ることのできる暮らしの場
作り、日常生活のサポートを行いながら、地域や多分野の
人 と々情報交換・交流を促進する「施設運営事業」。
ソーシャル・インクルージョン（社会的包括）の理念をもと
に、新たなコミュニケーション・コミュニティの創造を目指
したイベント開催や啓蒙活動、企業や他団体との協働事業
などを行う「コミュニケーション創造事業」という、２つの
事業を柱にして活動を行っています。

私たちの活動

施設運営事業

障害のある人個々の役割・可能性を見つけます
個々の役割を実感できる「ものづくり」「ことづくり」をテーマに
表現・創作活動を行い、アウトプットしていきます。

絵画・陶芸・木工・作詩などでの表現・創作活動

障害のある人たちの暮らしをサポートします
他の福祉サービス事業所などと情報交換を行い、障害のある人
の生活・ケアプランを考え共有し、実行します。

他施設やNPOとのケアミーティング風景

人・地域・社会との関わりの幅を広げます

地域の子ども向けワークショップや季節イベントの開催

地域の子どもたちに向けたワークショップや、季節に応じたイベ
ント（そうめん流しや餅つき）などを地域の人たちと企画・運営
を行い、つながりを深めていきます。

多くの人々にとっての日常的な場所をめざします

地域や公共施設などのイベントに参加し、さまざまな人たちの
理解を深め、障害のある人たちの活動範囲を広げていきます。

アートパフォーマンスや似顔絵パフォーマンス風景

障害のある人たちの"しごと"をつくります
障害のある人の表現作品（商品）を仕事へ展開し、収入を得るこ
とのできる”しごと”へ展開していきます。

他施設とのコラボレーション商品

企業や団体への著作物販売・コラボレーション商品

エイブルアート・カンパニーのプロモーションイベント

障害のある人たちの表現できる場を広げます
さまざまな団体と協働し、障害のある人たちの表現活動を社会
へアウトプットし、「人」「もの」「場所」の関係を築きます。

大学やNPOなどと協働して開催するシンポジウムやワークショップ

行政や企業などと協働して開催する企画展

多様性を包括する社会の実現に向けて活動します
施設職員や学生に向けたセミナー・ワークショップを行います。

アートセミナー、ユニバーサルデザインワークショップ


